
 

や
き
も
の
の
原
点
は
薪
窯
焼
成
に
よ

る
焼
締
で
す
。
そ
の
焼
成
中
に
塩
を
窯

内
に
投
入
す
る
方
法
を
塩
釉
焼
成
と
い

い
ま
す
。

　
10
年
ほ
ど
前
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

東
海
岸
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に
住
む

友
人
の
紹
介
で
、
塩
釉
焼
成
で
制
作
し

て
い
る
地
元
の
女
流
陶
芸
家
の
工
房
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
以
前
、
増
穂
で
も
八
方
窯
で
焼
成
中

に
一
部
の
作
品
に
対
し
て
塩
を
焚
き
口

か
ら
投
入
し
た
経
験
あ
り
ま
し
た
が
、

焼
成
中
の
窯
全
体
を
塩
釉
で
と
い
う
の

は
未
経
験
で
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
陶
芸
家
は
、
燃

料
に
ユ
ー
カ
リ
材
を
使
用
し
て
薪
窯
焼

成
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
ユ
ー

カ
リ
の
木
は
数
百
種
類
あ
り
、
コ
ア
ラ
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板
４
枚
分
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
単
窯

（
約
1.5
㎥
）
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
窯
は
塩
釉
焼
成
専
門
の

窯
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
20
回
の
焼
成

で
床
が
壊
れ
て
し
ま
い
、
大
修
理
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
報
告
は
、
そ
の
修
理
後
、
２

回
目
の
焼
成
と
な
り
ま
す
。
窯
詰
め
は
、

床
面
積
が
40
㎝
×
35
㎝
の
棚
板
２
枚
と

45
㎝
×
40
㎝
２
枚
、
全
体
で
32
枚
の
棚

板
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
作
品
の
窯
詰
め
は
、
炎
が
全
体
に
充

分
流
れ
る
道
筋
を
計
算
し
て
配
置
し
、

上
部
に
流
れ
た
炎
が
下
段
ま
で
全
体
に

か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
上
段
に
は

大
作
を
、
中
段
に
は
皿
な
ど
の
平
物
、

下
段
に
は
湯
呑
、
茶
碗
な
ど
で
す
。
こ

の
サ
イ
ズ
の
薪
窯
で
は
、
特
大
作
品
の

文・写真　増穂登り窯太田治孝

が
食
用
と
す
る
の
は
、そ
の
中
の
２
、３

種
類
だ
そ
う
で
す
。
ユ
ー
カ
リ
材
は
油

分
が
多
い
の
で
、
切
り
倒
し
て
か
ら
数

年
経
過
し
て
も
、
充
分
焼
成
に
利
用
可

能
だ
そ
う
で
す
。

　
素
焼
き
し
た
作
品
に
透
明
釉
、鉄
釉
、

コ
バ
ル
ト
釉
な
ど
を
施
釉
し
て
薪
窯
に

窯
詰
め
し
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
ロ
ケ

ッ
ト
窯
と
い
う
名
称
の
窯
を
使
用
し
て

い
ま
し
た
。

　

正
面
の
焚
き
口
か
ら
煙
突
ま
で
４

ｍ
、
長
方
角
型
で
横
か
ら
見
る
と
Ｌ
字

型
と
な
り
ま
す
。
約
50
㎝
角
の
棚
板
が

天
井
部
と
な
り
ま
す
。
窯
詰
め
は
、
こ

の
天
井
部
を
外
し
て
上
外
部
か
ら
作
品

を
詰
め
ま
す
。
食
器
類
な
ら
ば
、
か
な

り
の
点
数
が
入
り
ま
す
。

　
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
10
〜
15
時
間
“
あ

ぶ
り
”
で
１
０
０
０
度
以
上
と
し
て
、

続
い
て
ユ
ー
カ
リ
材
で
６
時
間
以
上
、

そ
の
後
塩
を
投
入
し
て
終
了
。
２
日
後

に
窯
出
し
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
カ

オ
リ
ン
で
制
作
し
た
作
品
は
、
ビ
ー
ド

ロ
色
な
ど
ガ
ラ
ス
状
の
表
面
で
美
し
く

発
色
し
ま
す
。

　
増
穂
登
り
窯
で
は
、
こ
の
焼
成
法
を

研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
試
験
的
に
焼

成
を
実
行
し
ま
し
た
。
薪
焼
成
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま

で
薪
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
登
り
窯
の
最
終
室
を
塩
釉
専
用
の
部

室
に
す
る
方
法
も
あ
る
の
で
す
が
、
棚

焼
成
は
適
し
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
焼
成
は
、
火
入
れ
か
ら
15
時

間
で
２
０
０
度
、
35
時
間
で
１
２
０
０

度
、
１
２
２
０
〜
１
２
３
０
度
を
キ
ー

プ
し
て
、
塩
（
食
塩
）
を
20
㎏
投
入
、

火
入
れ
か
ら
約
40
時
間
後
に
終
了
し
ま

し
た
。

　
陶
土
の
種
類
や
顔
料
の
呉
須
（
コ
バ

ル
ト
）
の
種
類
、
濃
さ
（
前
号
１
３
９

号
50
ペ
ー
ジ
「
呉
須
っ
て
な
ん
で
す

か
？
」
参
照
）
な
ど
は
混
ぜ
方
に
よ
っ

て
発
色
が
異
な
り
ま
す
。
火
入
れ
か
ら

火
止
め
ま
で
に
使
用
し
た
薪
は
、
約

８
０
０
㎏
で
し
た
。

　
今
年
、
伊
勢
神
宮
は
20
年
に
一
度
の

式
年
遷
宮
、
出
雲
大
社
は
60
年
ぶ
り
の

 

一
〇
〇
〇
円
で
薪
窯
焼
成
参
加
者
募
集
！

増
穂
登
り
窯
で
、
憧
れ
の
薪
窯
焼
成
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？　
詳
細
は
106
〜
107
ペ
ー
ジ
参
照
。

開
催
日
■
２
０
１
４
年
４
月
下
旬  

参
加
費
■
千
円
／
１
名　

※
窯
出
し
日
は
、
増
穂
登
り
窯
お
手
製
の
マ
ッ
コ
リ
や
地
元
冨
士

川
町
の
日
本
酒
で
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

増穂登り窯にある 8基のうちの１基「単窯（倒炎式）」。
赤松で焼成中

高台裏まで流れた塩釉。天然灰が
被り、美しいビードロに発色した

第
５
回　

　

塩
釉
焼
成
報
告

66

増穂登り窯から見た初冠雪の富士山（2013. 10. 19）

遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
自
然
の
中
で
芸
術
、
文
化
、
技
術

が
正
確
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
き

も
の
も
原
点
に
戻
り
、
継
承
し
た
い
も

の
で
す
。

続・増穂薪窯通信 
てんやわんや

磁土の塩釉作品。見込みはビードロ
状に

１.　塩釉焼成した単窯内。平
面棚板 3枚分の全体
２.　石入りの陶土を使用。下
半分は呉須液を筆で塗って着
色したもの
３.　写真２より、やや濃いめ
の呉須を使用。
４.　写真２より、やや薄めの
呉須を使用。同じ呉須でも濃
度差で発色の違いはさまざま
になる

天
然
（
無
着
色
）
の
塩
釉
作
品
。
正
面
に
流
れ

る
の
は
松
灰

ややルリ釉に近い色に発色。
呉須（コバルト）の種類によ
って青色が微妙に異なる呉須と鉄を使用した塩釉茶碗

２

３

４ １


